
平
成

年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月

日
に
開
会
し
、

日
間
の
会
期
で
３
月

日

に
閉
会
し
ま
し
た
。
初
日
に
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
の
取
り
下

げ
に
つ
い
て
許
可
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
長
か
ら

年
度
の
施
政
方
針
演
説
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
条
例
案
や
当
初
予
算
案
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
常
任
委
員
会
や
特

別
委
員
会
に
付
託
、
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
６
件
は
す
べ
て
適

任
・
同
意
と
し
、
議
員
提
案
の
条
例
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
２
日
目
以
降
は
、
施

政
方
針
演
説
を
う
け
、
５
会
派
が
代
表
質
問
を
、

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、

市
政
運
営
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
付
託
し
て
い
た
市
長
提
出
案
件

と
、
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
決
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
提
案
さ
れ

た
意
見
書
案
５
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
市
長
の
施
政
方

定
例
会
初
日
に
は
、
前
回

の

月
定
例
会
か
ら
建
設
経

済
常
任
委
員
会
で
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た

放
射
能
被

害
か
ら
市
民
の
生
活
と
健
康

を
守
り
、
東
日
本
大
震
災
・

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
避
難
者
の
支
援
を
求
め
る

請
願

に
つ
い
て
、
請
願
者

か
ら
取
り
下
げ
申
し
出
が
あ

り
、
こ
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
長
か
ら
平
成

年
度
施
政
方
針
演
説
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

（
２
面
に
抜
粋
を
掲
載
）

そ
の
後
、

税
条
例
の
一

部
改
正

を
は
じ
め
と
す
る

件
の
条
例
案
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
に
付
託
し
、
ま
た
、

予
算
案
で
は
、

年
度
比
４

％
増
と
な
る
総
額
２
２
１
億

円
の

年
度
一
般
会
計
、
７

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会

計
の
当
初
予
算
案
９
件
と

年
度
一
般
会
計
な
ど
７
件
の

補
正
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

付
託
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
審
査

を
行
う
こ
と
と
ま
し
た
。

（
４

５
面
に
掲
載
）

満開の桜のもと、楽しく花見ウォーク（河原、馬坂川畔）

針
演
説
を
う
け
て
、
５
会
派

が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
２

３
面
に
掲
載
）

３
日
目
か
ら
５
日
目
に
は
、

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
６

９
面
に
掲
載
）

定
例
会
初
日
に
は
、
欠
員

と
な
っ
て
い
た
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
や
監
査
委
員
の

選
任
な
ど
６
件
の
人
事
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
６
月

日
付
け
で

任
期
満
了
と
な
る
人
権
擁
護

委
員
に
、
新
た
に
推
薦
さ
れ

る
勅
使
河
原
清
順
（
て
し
が

は
ら
し
ょ
う
じ
ゅ
ん
）
さ
ん

（

）

飯
岡
東
原

、
を

適
任
と
し
ま
し
た
。
任
期
は

３
年
で
す
。
次
に
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
は
、
山

口
恭
一
（
や
ま
ぐ
ち
き
ょ
う

い
ち
）
さ
ん
（

）

宇
治

市
小
倉
町

、
に
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は

年
４
月
１

日
か
ら
４
年
で
す
。
次
に
、

監
査
委
員
に
は
、
引
き
続
き

稲
川
俊
明
（
い
な
が
わ
と
し

あ
き
）
さ
ん
（

）

普
賢

寺
下
大
門

、
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任

期
は

年
４
月
１
日
か
ら
４

年
で
す
。
そ
し
て
、

年
３

月

日
付
け
で
任
期
満
了
と

な
る
３
名
の
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
和
久
英

雄（
わ
く
ひ
で
お
）さ
ん（

）

松
井
ケ
丘
三
丁
目

と
、

河
原
正
治
（
か
わ
は
ら
ま
さ

は
る
）
さ
ん
（

）

東
西

神
屋

に
、
ま
た
新
た
に
西

口
末
和
（
に
し
ぐ
ち
す
え
か

議
員
か
ら
、

東
日
本
で

発
生
し
た
が
れ
き
（
震
災
廃

棄
物
）
の
受
入
れ
に
関
す
る

決
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
質
疑
の
後
、
討
論
で
は
、

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会

議
員
団
、
民
主
党
及
び
無
会

ず
）
さ
ん
（

）

河
原
里

ノ
内

に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で

す
。最

終
日
に
は
、
各
常
任
委

員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案

の
審
査
結
果
に
対
し
、
各
委

員
長
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
討
論
で
は
、

税
条
例

の
一
部
改
正

と

介
護
保

険
条
例
の
一
部
改
正

に
対

し
、
日
本
共
産
党
京
田
辺
市

議
会
議
員
団
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
予
算
案
に
お
い
て

も
、
予
算
特
別
委
員
長
か
ら

審
査
結
果
報
告
が
あ
り
、
質

疑
、
討
論
の
後
、
採
決
の
結

果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

（
４

５
面
に
掲
載
）

派
議
員
か
ら
反
対
討
論
が
、

ま
た
一
新
会
、
新
栄
会
及
び

公
明
党
か
ら
賛
成
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
３
面
に
掲
載
）

次
に
、
意
見
書
案
７
件
が

提
案
さ
れ
、

戸
別
所
得
補

償
制
度
の
見
直
し
等
、
農
業

政
策
の
立
て
直
し
を
求
め
る

意
見
書
、
年
金
制
度
抜
本

改
革
の
全
体
像
を
早
期
に
公

表
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
、
大
飯
原
発
３
・
４
号

機
の
再
稼
動
に
つ
い
て
慎
重

な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

、

父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

、

こ

こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す

る
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書

は
、
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
一
方
、

消
費
税
増
税

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

等
を
求
め
る
意
見
書

を
賛

成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書

は
、
関
係
行
政
庁
に
送
付
し

ま
し
た
。
（
９
面
に
掲
載
）

市
長
施
政
方
針

条
例
案
等
上
程

市
長
施
政
方
針

条
例
案
等
上
程

代

表

質

問

一

般

質

問

代

表

質

問

一

般

質

問

人
事
案
６
件

適
任
・
同
意

人
事
案
６
件

適
任
・
同
意

市
長
提
出
議
案

す
べ
て
可
決

市
長
提
出
議
案

す
べ
て
可
決

が
れ
き
に
関
す

る
決
議
を
可
決

が
れ
き
に
関
す

る
決
議
を
可
決

５
意
見
書
を

可

決

５
意
見
書
を

可

決
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